
平成28年6月 （Vol. 39） 近畿大学附属農場だより 

『季節の宅配便』 

 実はこれ、スクミリンゴガイ（通称；
ジャンボタニシ）の卵です（写真①と
②）。写真③のように、卵からかえった
ジャンボタニシは、田植え時期（5月下
旬～6月上旬）のやわらかい苗を食べに
やってきます。もともと、ジャンボタニ
シは日本国内で生息しておらず1980年
代、南米のアルゼンチンからアジア各国
に食用として輸入された外来生物です。 
 しかし、現在ではコメを生産している
農家にとって、頭の痛い有害生物になっ
ています。 
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 ジャンボタニシのような外来生物の多くは、人間によって国内に導入されました。 
 しかし、このような外来生物を人間が責任をもって、飼育せずに途中で廃棄等するこ
とで野生化した結果、今になって人間に手痛い自然の洗礼が帰ってきているのです。 

 湯浅農場には10枚の田んぼがあります。昨年までは、2枚の田んぼでしか見られ
れなかったピンク色のかたまり。しかし、今年は10枚中8枚で発見！ 
 見た目は色鮮やかできれいな粒々。正体はいったい…。 

謎!? ピンク色の宝石？ 正体は… 


